
いてつく冬、白一色となった手稲山はス

キーのメッカとして市民に親しまれてい

ます。しかし、多くの人たちが訪れ、に

ぎわいを見せるゲレンデから視線を移す

と、手稲山は冬のもう一つの顔を見せて

くれます。白い散策路で見つけた冬の手

稲山を写真で紹介します。
▲雪の帽子をかぶる枯れた大木。冬の自然歩道の道端では、緑に覆われた季節
なら見落としてしまいがちな風景を発見することができる

▲木立の中、姿を現す手稲パラダ
イスヒュッテ。外灯の明かりと
煙突の煙が温かさを感じさせる

▲

中腹にある現在使われていないボ
ブスレー競技場のゴールハウス。
往時を感じさせる五輪マーク

冬の手稲山、
白い散策路
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